
令和７年度第６回霞ヶ浦自然観察会実施結果 

 

日 時：令和７年１０月２５日（土） ９時３０分～１３時 

テーマ：秋の歩崎観音でキノコを観察しよう 

場 所：歩崎観音周辺の森（かすみがうら市坂） 

講 師：槽谷大河先生（慶應義塾大学経済学部生物学教室准教授） 

内 容：秋の森はキノコの季節。キノコは樹木と共生して栄養分を交換し合ったり、枯れ木

や葉っぱを分解したり、森の生態系で大切なはたらきをしています。霞ヶ浦湖岸には、あち

こちにうっそうとしたシイやカシなどの常緑広葉樹林があります。歩崎観音やその周辺を散

策して、森でキノコを探しながらキノコの多様性や生態を学習します。 

参加者：１４名 

担当職員：６名 

パートナー：５名  

結 果：歩崎観音（かすみがうら市坂）周辺の森林においてキノコの観察会を実施しました。

キノコの観察会は、霞ケ浦環境科学センターの観察会としては初めての試みでした。講師は

慶應義塾大学の槽谷大河先生です。先生は出身の筑波大学学生時代から茨城県各地のキノコ

調査を手掛けられており、キノコ研究の第一人者です。霞ヶ浦湖岸周辺にはあちこちにうっ

そうとしたシイやカシなどの常緑広葉樹林があります。シイやカシは菌根をつくるキノコと

共生し、特有のキノコが見られます。また、枝や葉、枯れた幹を腐らせるキノコも多くの種

類があります。 

観察会は、全員センターバスに乗車して移動し、現地での観察が終わったらセンターに戻

り、採集したキノコを研修室で再びじっくり観察するという手順で行いました。この観察会

での主な観察場所は、かすみがうら市森林公園と歩崎観音の森林、また、かすみがうら市水

族館周辺の芝生でも観察を行いました。当日の天候は、朝まで降っていた雨が９時ごろには

上がり、観察会実施中はほとんど雨の影響はなく実施できました。その日の午後はまた雨が



降り出したので、観察には恵まれた状況でした。 

観察では、最初の観察地森林公園で、キノコの探し方、アルミホイルを使っての採集の仕

方などを教えていただき、さっそく各自キノコ探しを始めました。森林公園では園路にハタ

ケシメジがたくさん生えていて、食べられるおいしいキノコであることを教えていただきま

した。森林公園から歩崎観音を回り、最後に湖岸の芝生に移動しました。芝生ではシバフタ

ケなど予想よりたくさんのキノコが観察でき、予定の観察時間をオーバーしてしまうほどで

した。 

センターに戻って、研修室で採集したキノコをテーブルに広げ、槽谷先生によるキノコの

同定と特徴的なキノコの説明をいただきました。マイクロスコープでキノコを拡大し大型モ

ニターに投影してみんなで解説を聞きました。すべてのキノコの解説をしていただくには時

間が足りませんでしたが、それでも予定より 30分オーバーして観察会は終了しました。参加

者全員ほとんど聞いたことがない興味深い話を聞くことができ大変満足した観察会となり

ました。 

観察できたキノコの種類は、森林のキノコが 37種、芝生のキノコが 7種、合計 44種とな

りました。また、10/15 に実施した事前調査で 31 種を確認しており、合わせて 61 種のキノ

コを記録することができました。またキヒダカラカサタケの近縁種や、芝生に生えていたチ

ャツムタケ属の仲間で、まだ学名が発表されていない新種と思われるキノコがありました。

これらのキノコは槽谷先生によればサンプルを研究材料にするとのことでした。 

槽谷先生、充実したキノコ観察会ありがとうございました。記録したキノコの一覧を下に

します。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



秋の歩崎観⾳で
きのこを観察しよう

慶應義塾⼤学経済学部
⽣物学教室 准教授

糟⾕ ⼤河
tkasuya@keio.jp

2025年10⽉25⽇
茨城県霞ヶ浦環境科学センター ⾃然観察会

• ⽇本のきのこ：約4,000~5,000種
•茨城県のきのこ：1,000種以上

きのこ，かび，酵⺟＝菌類
（地球上で150万種以上）

霞ヶ浦周辺の照葉樹林
• 温暖な気候の霞ケ浦
周辺や⿅島灘沿岸で
は，シイやカシ類，
タブノキなど，常緑
広葉樹（照葉樹）が
⽣育。

• 霞ヶ浦周辺のほぼ全
域にわたって，冬で
も緑が濃い照葉樹林
が分布。

• 照葉樹林：ヒマラヤ
⼭脈南麓から⽇本列
島に⾄る。

照葉樹（常緑広葉樹）＝葉っぱ
が厚く，つやがあり，冬でも落
葉しない（紅葉しない）。
暖かい地⽅に多い。

美浦村 ⾺掛不動

代表的な照葉樹：スダジイ

代表的な照葉樹：
タブノキ

霞ヶ浦周辺の⾷⽤きのこ，カシタケ
• 福島県南部，茨城県，千葉
県の沿岸部のスダジイ林を
中⼼に春（3〜5⽉）に発⽣。

• 茨城県の⿅⾏地域・霞ケ浦
周辺や，千葉県の東総地域
などでは，古くから⾷⽤き
のことして親しまれてきた。

• 「カシタケ」という名前も，
これらの地域の地⽅名に基
づく。

• カシタケ⾷⽂化は継承され
ず現在では衰退，消滅の危
機。

茨城のきのこ（茨城新聞社，1984年）より

当日資料



カシタケ子実体

カシタケの子実体
（茨城県行方市）

幼菌

柄は白色～淡灰色

かさ表面は微粉状，縁に粒溝線なし

ひだは白色

肉を傷つけても変色性なし

カシタケの発生環境

茨城県行方市
スダジイ

茨城県かすみがうら市
スダジイ

千葉県銚子市
スダジイ

茨城県かすみがうら市
スダジイ

カシタケの子実体の顕微鏡的特徴

担子器 縁シスチジア 側シスチジア 柄シスチジア

長さ(µm ) 幅(µm )

m ax 107.7 12.0

m in 44.6 6.7

avg 67.0 9.0

長さ(µm ) 幅(µm )

m ax 85.4 14.1

m in 53.4 8.1

avg 68.5 10.0

長さ(µm ) 幅(µm )

m ax 150.2 8.7

m in 44.1 5.7

avg 84.5 6.7

計測個数n= 50 最小 最大 平均値

9.4 11.0 10.27
7.0 9.2 8.08

長径（μｍ）

短径（μｍ）

Ｑ値（平均） 1.12～1.43(1.27)

長さ(µm ) 幅(µm )

m ax 65.4 17.6

m in 43.3 11.6

avg 53.9 13.9

担子胞子

担子胞子（SEM画像）

ベニタケ属Russula亜属crown cladeの
ITS領域に基づくIQ-TREEによる最尤系統樹

（TIM2e+I+G4 model）
枝の支持率：SH-aLRT/ aBayes/ UFboot

SH-aLRT： 80%以上を示し＊は80%未満
aBayes ： 0.90以上を示し＊は0.90未満
UFboot ： 95%以上を示し＊は95%未満

・系統解析の結果，カシタケ
の標本由来のITS領域塩基

配列は単系統にまとまり，
アメリカ合衆国産のR.
ochrophyllaと姉妹関係を
なした。

・この系統群について枝の
支持率は高く，単系統性が
強く支持された。

カシタケの
系統的位置

カシタケ：学名のない
未記載種（新種）

きのこは胞⼦で
ふえる：担⼦菌類

かさの裏側のひだの間から，
胞⼦が⾵に乗って⾶散する。

ひだの表⾯には，胞⼦を
つくる担⼦器があり，そ
の先端に胞⼦ができる。

きのこは胞⼦で
ふえる：⼦嚢菌類

茶碗状のきのこの内側の
表⾯から胞⼦が⾶び散る。

きのこの表⾯には，胞⼦
をつくる⼦嚢があり，そ
の内部に胞⼦ができる。

⼦嚢が形成される部分

円筒形の⼦嚢

⼦嚢胞⼦
（通常8個形成）



きのこは菌⽷でできたカビの花
きのこは「きのこ」だけで⽣きて
いるわけではない

きのこの本体は，地⾯の中，材⽊
の中にひろがっている菌⽷の塊

⼦実体（きのこ）

落葉を分解
する菌⽷ （原図：ミュージアムパーク茨城県⾃然博物館）

腐⽣：もしきのこがいなかったら

腐朽：⽊材などが腐り，朽ちること

コフキサルノコシカケ コフキサルノコシカケが⽣え，
腐朽が進んだ⽊材

← きのこが⽣えて⽊の腐朽が進むと，
⽊の内部が空洞になることがある。

共⽣：ベニタケ属のきのこの菌根

リン・窒素

光合成でつくった養分

きのこ 植物菌根
菌根の意義

菌根の存在によって植物が元気になる！

寄⽣という暮らし⽅

ベッコウタケ（左）とマメザヤタケ（右）が
⽣えたニセアカシアの幹



昆⾍に寄⽣するきのこ
Ophiocordyceps 
heteropoda 

Purpureocillium 
takamizusanense 

Cordyceps militaris

菌類なしでは⽣きられない

分解

⾷物連鎖
寄⽣

共⽣

きのこ探しの基本体勢：
しゃがんだり，地⾯を
はったりして探します

そうすること
で，⼩さなき
のこにも，出
会うことがで
きます

クロサイワイタケ属の⼀種

根掘り

カゴと

スコップを使ってもよいです
根元からとりましょう

同じ種類がたくさん⾒つかったら，
並べてみましょう 成⻑の様⼦がわかります

ツルタケ

つぼ
（根元が袋状）



きのこを上から眺めてみると…

きのこの裏を眺めてみると…

オオシロカラカサタケ（毒）

ひだ
（⻘緑⾊を帯びる）

ひだの⾊を⾒ることで，違いがわかる場合も…

カラカサタケ（⾷）

ひだ（⽩⾊を帯びる）

つば
・ひだが，柄に対してどのよ
うにつくか？（直⾓につく，
垂れ下がる，など）
・ひだの枚数は？
・ひだの⾊は？
・ひだの様⼦は？（規則的，
不規則，網⽬状に乱れる，⼩
ひだがある，など）

ヤナギマツタケ

オトメノカサ属？の⼀種

ヌメリガサ属？の⼀種

きのこのひだを傷つけてみると…

チチタケ（乳液が出る） きのこを上から眺めてみると…



きのこの裏を眺めてみると…

管孔（かんこう）

ススケヤマドリタケ（管孔は⼤き⽬）
きのこの管孔を傷つけてみると…

変⾊性を持つものもある

ハンノキイグチ（傷つけると⻘変性がある；管孔は⼩さ⽬）

野外での観察のポイント
• どこに⽣えていたか（周囲の植⽣）
• 何から⽣えていたか（地⾯，落葉の周囲，枯れ
枝の上，枯⽊の上，など）

• かさの様⼦（粘りがある，乾いている，触感，
模様，ふちどりの感じ，など）

• 柄の様⼦（つばがあるか，根元につぼがあるか，
根元が膨らむか，など）

• ひだの様⼦（柄にどうつくか，⾊，枚数，乳液
の有無，変⾊性の有無，など）

• 管孔の様⼦（⾊，⼤きさ，変⾊性の有無，な
ど）

丸いきのこは，⼆つに割ってみよう
中⾝はどうなっているかな

チビホコリタケ

紙袋に，アルミホイルにくるんで
⼀種類ずつ⼊れましょう
（ビニール袋だと蒸れる，
複数種類を⼊れると，胞⼦などが混ざるため）

⼩さなきのこは
ケースに⼊れてもよいですね

枯れ枝や枯⽊に⽣える
きのこは，枝ごと，あるいは
樹⽪ごととりましょう


